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地域で支え合う福祉のまち

すべての市民が尊重され活躍できるまち

 安心して子供を産み育てられるまち

妊娠・出産に関する支援の充実

保育・幼児教育の充実

子育て支援の充実

屋根などの除雪費用の助成額を増や
します 5,331万円

　今年度に実施設計を行い、平成30～31年度に

建物工事を実施する予定です。

　一人暮らし高

齢者や障がい者

などの世帯の、

除雪作業費など

の助成上限額を

一世帯35,000円

に増額します。

特定不妊治療費を実質無料化します 420万円

平成29年度 主な事業と予算

在宅介護手当を年額72,000円に増額します

4,264万円

発達支援センターに社会福祉士を増員し、相

談体制を充実させます 1,936万円

男女共同参画社会づくりの新しい計画を作り

ます 162万円

無料法律相談を実施します 127万円

平成29年度 主な事業と予算

－ 選ばれて 住み継がれるまち とおかまち －

安全・安心な
まちづくり

まちづくりの
推進に向けて

活力ある
元気な
まちづくり

人にやさしい
まちづくり

推進に向けて推進に向けて
まちづくり

まちづくりの
４つの
基本方針

216万円

妊産婦の入院費を一部無料にします
（９月１日から）　

拡

子ども医療費の入院費を18歳まで無料にし

ます 232万円

新しい西保育園が完成します 3億855万円継

病児・病後児保育の施設を増やし、土曜日も

病後児保育を行います 2,599万円

拡

冬でも思いきり遊べる児童遊園施設
の建設に着手します 3,065万円

新

拡

ふるさとを愛し自立して社会で生きる子どもを育てるまち

　４月に開園した小中一貫校「まつのやま学園」

で、独自の英語教育「Ｅ+タイム」を実施します。

また、「イング

リッシュキャン

プ」「キッズ英

語遊び塾」など

の取組みも行い

ます。

312万円英語教育を充実します拡

拡

拡

拡

新

学校施設を整備します（南中・水沢中）

1億3,062万円

不登校対策の専任指導員を配置します 140万円

児童精神科医療の支援、教育医療コーディネ

ーターを配置します 318万円

コミュニティ・スクールを展開します

　61万円

新

新

新

継

継

継

安心して子供を産み育てられるまち

にやさしい
ちづくり

人
ま 未来へつなつなつながるまちづくり未来へつながるまちづくり

平成29年度が始まりました。

今年度の市全体の一般会計予算は350億円です。

この予算は、４つのまちづくりの基本方針に沿って

編成しました。

これらの内訳や、これに基づく主な事業について

お知らせします。

■問合せ＝財政課財政係☎757-3114

アイコンの凡例 新：新規事業 拡 ：拡大事業 継 ：継続事業
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怒涛の人の流れで活気あふれるまち

誰もが自由に楽しく学び多様な文化にふれあえるまち

住み慣れた地域でいきいきと暮らせるまち

活力ある農林業と魅力的な里山のあるまち 力強い産業と雇用を育むまち

スポーツ交流や国際的キャンプの誘致
を進めます

FIS公認吉田クロカンコースの改良・
設備増設を行います

十日町産品の販路拡大を支援します

649万円 2,654万円

6,000万円

　「豪雪」「芸術祭」「アウトドア」「きもの」「へ

ぎそば」の５つをメーンとし、外国人観光客を増

やすための積極的なＰＲを行います。

　2020年東京オリンピック・パラリンピックに

向け、国が進めるホストタウンとしてクロアチア

共和国など、国内外の国や地域とのスポーツ交流

などを推進します。

　開館記念式典を開

催 す る ほ か、 平 成

30年６月までの間

に開館記念事業とし

て、多彩なイベント

を開催します。

　第56回全国中学校ス

キー大会（平成30年度）

の実施、および全日本ス

キー選手権の継続開催や

合宿などの受入れのため

に、一部コースの改良と照明塔の増設を行い、大

会やトレーニング環境を向上させます。

　「火焔型土器のクニ」「越後縮と織物文化」「雪

と信濃川」という３つのテーマを中心に新しい展

示手法を取り入れ、平成32

年春のオープンを予定して

います。（写真は展示イメージ）

　中山間地域の活性化を後押しするため、都市部

の意欲ある外部人

材を「地域おこし

協力隊」として任

用します。

　定住促進助成事業の対象を「ひとり親世帯」に

も拡充します。また、「空き家バンク」での物件

情報の発信と合わせて、移住希望者向けに住宅改

修費用や家賃月額、および住居探しや移住体験ツ

アーに参加するための交通費・宿泊費の一部を助

成します。

　「ハピ婚サポートセンター」を基点として、結

婚を希望する独身男女に出会いの場・機会を提供

するなど、さまざまな面か

ら婚活を応援します。また、

新婚世帯の新生活にかかる

費用の一部を支援します。

　平成30年からの米政策改革を見据え、売れる米

づくりの先駆けとなる酒米生産などを支援します。

　クロステンの営業活動を更に強化し、首都圏営

業所「T
と わ こ

owako」を経由した農畜産物の売り上げ

を増やします。

地域資源を活用した大きな人の流れ
をつくります 3,000万円

酒米などの生産を支援します
1,800万円

企業の設備投資と新規雇用を支援します

3億6,140万円

まちなかに人を呼び込む取組みを支援します

　中心市街地の空き店舗改修や、伝統産業の

技術を伝える・見せる工房などの整備を支援

します。 500万円

新規創業・新分野進出を支援します

1,070万円

越後妻有文化ホール・中央公民館が
11月に開館します 1億4,081万円

地域文化の発信拠点となる新博物館
の建設に着手します 6億4,190万円

京都国立博物館で開催される120周年国宝展

に火焔型土器を展示します 1,364万円

日本遺産認定を目指した歴史文化基本構想を

策定します 1,627万円

縄文遺跡の発掘・調査を行います 785万円

地域おこし協力隊を配置します 6,356万円

結婚したカップルを祝福します 63万円

結婚を希望する人を応援します 1,699万円

「夫婦世帯」に加えて「ひとり親世帯」
の定住を支援します 1,308万円

拡

拡拡

大厳寺高原などのアウトドア観光施設をグレ

ードアップします 2,100万円

清津峡渓谷トンネルをリニューアルします

　清津峡の魅力をアップさせるため、国際的

な建築家の設計でリニューアルします。

2億2,000万円

「大地の芸術祭の里」をブランド化します

　第７回展（平成30年度）に向けた準備と、

季節ごとの企画展を引き続き開催します。

2億60万円

中心市街地活性化を推進します

　新しい立体駐車場がオープンするほか、ま

ちなかのにぎわいを生み出す取組みを支援し

ます。 1,870万円

拡

拡

継

継

十日町市産の木材を使用した住宅建築を支援

します 750万円

新規就農者の確保・育成を支援します

農林業者の販路拡大・新商品開発などの取組

みを支援します

2,219万円

670万円

拡

継

継

継

継

拡 新

新

継

拡

継

継

中山間地域対策の強化 移住・定住の促進

男女の出会い・交流機会の充実

拡

拡継

継

力ある元気な力ある活
ちづくり

怒涛の人の流れで活気あふれるまち

ちづくりちづくりちづくりちづくりま

新

平成29年度 主な事業と予算
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生涯元気で健やかに暮らせるまち

市債の繰上償還を促進します 2億2,354万円

電力自由化による電気料の削減を図ります

（平成27年度との比較）

　繰上償還の実施や電力供給事業者の見直し

を行うことで、経費を削減して市民サービス

を充実させます。

△約2,720万円

（仮称）県立十日町病院附属看護専門
学校の整備に着手します 3億5,529万円

　看護専門学校に加え休日一次救急機能・介護サ

ービス連携機能を持った医療福祉総合センターの

整備に着手し、平成32年４月の開設を目指しま

す。今年度は十日町簡易裁判所用地の取得と実施

設計などを行い、平成30～31年度に建物工事を

実施する予定です。一部駐車場は早期に整備し、

十日町病院

利用者へ開

放します。

埋立てごみの次期管理型最終処分場
の建設に着手します

環境にやさしく自然と調和するまち

時代に即応した自治体経営

暮らしや経済活動を支える基盤の充実したまち

2,231万円

　霧谷管理型最終処

分場の今後を見通し

て、次期管理型最終

処分場の建設に向け

た基本構想を策定

し、用地の確保を進

めます。

　上沼道としては市内で初めての開通となりま

す。今後さらに上沼道の整

備促進が図られるよう、十

日町インターへのアクセス

道となる（仮称）高山水沢

線の詳細設計を進めます。

　国や友好都市、民間企

業との人事交流を行い、

広い視野・発想を持てる

人材を育成します。

バイオマス産業都市の実現に向けた取組みを

進めます 3,005万円

自然エネルギー（太陽光、地中熱、木質バイオ

マスなど）を利用する機器の設置費用を一部助

成します 1,120万円

小水力発電の事業着手に向け調査や基本設計

を進めます 3,958万円

一般廃棄物処理基本計画（ごみ・生活排水処

理）を策定します 972万円

医療従事者（医師・看護職員）確保の取組み

を進めます 3,263万円

地域高規格道路（上沼道八箇峠道路）の
八箇～野田間が開通します 3,120万円

安全・安心な道路整備を進めます 8億773万円

雪とともに生きるまち

除雪による冬季間の交通確保を行います

11億3,968万円

消雪パイプの整備・更新を進めます（県事業

負担金などを含む） 2億1,235万円

流雪溝の整備を進めます（川治地区・川西地域）

1億2,640万円

協働のまちづくりの推進

新しい高山コミュニティセンターが開館しま

す 1億3,600万円

移住・定住者の受け入れを積極的に取り組む、

地域自治組織の活動を支援します 7,290万円

広い視野と柔軟な発想を持てる人材
育成と組織形成を進めます 1,838万円

継

継

継

災害に強く安心して暮らせるまち

災害に強い河川整備を進めます 2億9,260万円

新情報収集伝達システム整備に着手します

1億3,021万円

新

広域事務組合負担金 12億6,142万円継

継

新

継

再生可能エネルギーの活用

低炭素・循環型社会の推進

新

新

道路網の整備

継

継

橋・道路舗装などの点検・修繕を進めます

1億3,124万円

住環境向上支援・市営住宅の改修を行います

5,670万円

安全・安心に暮らすためのインフラづくり

継

継

浄水場改築・老朽管更新を進めます 8億9,961万円

下島地区の浸水対策を進めます 6,300万円

上下水道の整備

継

継

ほくほく線の安全な運行継続を支援します

906万円

生活交通の維持確保

新

継

継

継

地域自治の推進

効果的・効率的な行財政運営地域自治・市民活動の支援

拡

新 住民票などの証明書のコンビニ交付サービス

の普及を推進します 419万円

マイナンバー制度に基づく情報連携を開始し

ます 992万円

高度情報化社会への対応

継

継

継

継

継

全・安心な全・安心安
ちづくり

災害に強く安心して暮らせるまち

ちづくりちづくりちづくりちづくりま進に向けて
協働のまちづくりの推進

進に向推 向けて進に向
ちづくりの

進推推進推推
ちづくりま

平成29年度 主な事業と予算

　市民交流センター「分じろう」・市民活動セン

ター「十じろう」の運営およびコーディネーター

業務のスタッフを増員し、市民活動支援体制を強

化します。

協働のまちづくりの取組みを市内全
域に広げます 1,843万円

拡

市報とおかまち　平成29年４月10日号
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特別会計区分 平成29年度予算額 前年度対比

国 民 健 康 保 険 67億8,000万円 △ 1.4

国民健康保険診療所 1億5,300万円 △ 12.1

後 期 高 齢 者 医 療 5億4,000万円 △ 11.0

介 護 保 険 71億5,010万円 3.1

簡 易 水 道 事 業 12億500万円 △ 18.1

下 水 道 事 業 39億6,170万円 12.1

松之山温泉配湯事業 3,950万円 12.2

地方交付税 
133.2億円
 〈38.1%〉

市債
48.6億円
〈13.9%〉

市税
58.4億円
〈16.7%〉 　依

存

財
源

　
自
主

財
源

　

　

27.8
％

72.2％

歳入
その他
1.3億円〈0.2%〉

※市民１人当たり約64万円

総額　350億円

県支出金
25.4億円〈7.2%〉

地方譲与税
3.1億円〈0.9%〉

地方消費税交付金
9.1億円〈2.6%〉

使用料その他
8.3億円〈2.5%〉繰入金

11.2億円〈3.2%〉

諸収入
13.5億円〈3.8%〉

国庫支出金
31.9億円〈9.1%〉

繰越金
6億円〈1.7%〉 一般

会計

歳入

固定資産税
30.2億円
〈51.8%〉

市民税
20.7億円
〈35.4%〉

市税

［市税の内訳］

※市民１人当たり約11万円
※滞納繰越分を含まず

市税総額　58億3,870万円

入湯税
0.9億円〈1.5%〉

都市計画税
1.2億円〈2.0%〉

軽自動車税
1.9億円〈3.2%〉

市たばこ税
3.5億円〈6.0%〉

民生費
92億円
〈26.3%〉

公債費
50.4億円
〈14.4%〉

土木費
51.4億円
〈14.7%〉総務費

35億円
〈10.0%〉

教育費
33.7億円
〈9.6%〉

商工費
29億円
〈8.3%〉

消防費
12.8億円〈3.7%〉

議会費
2億円〈0.6%〉

歳出
（目的別）

災害復旧費
その他
1.4億円〈0.4%〉農林水産業費

19億円〈5.4%〉

衛生費
23.3億円〈6.7%〉

※市民１人当たり約64万円

総額　350億円

一般
会計

歳出

〈　　〉：構成比率

■一般会計　350億円

　（前年度対比２億5,560万円、6.8％の減）

※構成比の割合は、小数点以下の端数処理の

関係上、合計値と合わないことがあります

（前年度対比△23億6,300万円、4.1％の減）

総額 548億2,930万円
平成29年度予算

民生費

167,050円 

土木費

93,402円 

公債費

91,438円 

災害復旧費

984円

労働費

666円

消防費

23,191円

議会費

 3,580円

予備費

 908円

農林水産業費

34,433円

教育費

61,102円 

総務費

63,519円 

衛生費

42,301円 

商工費

52,694円 

　市債とは、市町村が国や

銀行などの金融機関から長

期に借りるお金です。

　本年度は一般会計と特別

会計を合わせて65億7,990

万 円 を 借 り 入 れ、65億

8,746万円を返済する見込

みです。29年度末の残高

は732億1,280万円の見込

みです。

　市の貯金に当たる基金の

残高は、一般会計と特別

会計を合わせて平成29年

度末で96億2,768万円の見

込みです。一般会計では財

政調整基金や減債基金のほ

か、地域振興基金など20

の目的別基金があるほか、

４つの特別会計基金があり

ます。

市債残高に対する市の実負担額

■基金残高

市債残高

0

（億円）

（年度）

100

200

300

400

500

600

700

800

H22H20 H24 H26

740 727 722
745

718 729 737 725

49 50

99 102 113 108 106
84

H29H28H21H19 H23 H25 H27

720 732 732

115 112 96

350 335 320 307 297 291 280 269 262 265 264

市債残高と基金残高の推移

※H28・H29は見込み

市債
残高

基金
残高

借入金と貯金はどうなっているの？

市債残高 基金残高

※人口は平成29年２月末日現在の住民基本台帳人口

市民 1人に使われる市のお金は
どうなっているの？

635,268円（一般会計分） 人口55,095人

平成29年度 主な事業と予算
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市の将来を決める選挙に投票しましょう

十日町市議会議員一般選挙・市長選挙

● ● ● ● ●問合せ：十日町市選挙管理委員会☎757-3191

投
票
資
格

投
票

・
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人

・
４
月
23
日
現
在
で
満
18
歳
以
上
の
人
︵
平

成
11
年
４
月
24
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
︶

・
平
成
29
年
１
月
15
日
以
前
に
十
日
町
市
で

住
民
票
が
作
成
さ
れ
、
引
き
続
き
市
内
に

住
民
登
録
し
て
い
る
人

※
投
票
日
ま
で
に
市
外
に
転
出
し
た
人
・
公

職
選
挙
法
の
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
人

は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん

　
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票

所
と
投
票
終
了
時
間
を
よ
く
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙
に
自

書
で
き
な
い
人
は
、
申
し
出
に
よ

り
投
票
管
理
者
が
指
定
す
る
係
員

が
代
理
で
記
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
投
票
所
で
の
市
長
選
挙
の
投
票

は
、
記
載
台
に
用
意
し
て
あ
る
ス

タ
ン
プ
で
○
印
を
押
印
す
る
方
法

で
す
。
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

投
票
は
、
候
補
者
の
氏
名
を
記
入

す
る
方
法
で
す
。︵
た
だ
し
、
期

日
前
投
票
は
市
長
選
挙
も
候
補
者

の
氏
名
を
記
入
す
る
方
法
で
す
︶

　
任
期
満
了
に
伴
う
十
日
町
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
お
よ
び
十
日
町
市
長
選
挙
は
、

４
月
16
日
㈰
に
告
示
さ
れ
、
４
月
23
日
㈰
が
投
票
日
と
な
り
ま
す
。
市
の
将
来
を

決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
�
う
。

入
場
券

　
は
が
き
で
郵
送
し
ま
す
。
は
が

き
の
両
面
そ
れ
ぞ
れ
左
下
か
ら
は

が
す
と
、
三
つ
折
り
に
な
っ
た
入

場
券
に
な
り
ま
す
。
ミ
シ
ン
目
で

切
り
離
し
、
各
自
が
投
票
時
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

市
議
会
議
員
の
定
数

　
24
人

※
現
在
の
定
数
26
人
か
ら
２
人
減
り
ま
す

■
期
日
前
投
票

　
　
投
票
日
当
日
、
都
合
に
よ
り

投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
入
場

券
が
届
い
て
い
な
い
人
も
投
票

は
で
き
ま
す
が
、
届
い
て
い
た

ら
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
投
票
所
で
宣
誓
書
の
記
入

が
必
要
で
す
。
期
日
前
投
票
所

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
不
在
者
投
票

　
　
指
定
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人

や
、
学
業
・
仕
事
な
ど
で
十
日

町
市
を
離
れ
て
い
る
人
、
郵
便

な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
対
象

者
は
、
投
票
用
紙
を
専
用
封
筒

に
封
入
し
て
署
名
す
る
不
在
者

投
票
に
な
り
ま
す
。

※
指
定
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、

病
院
・
施
設
の
担
当
者
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い

期日前投票所 受付期間 受付時間

十日町保健センター（市役所隣）
１階　会議室Ｂ

４月17日㈪
～４月22日㈯

午前８時30分
　～午後８時

川西支所１階　地域活動室

午前８時30分
　～午後７時

中里支所３階　中会議室

松代支所４階　多目的室

松之山支所２階　大会議室

※期日前投票所は住所に関係なく、どこの投票所でも投票できます

■
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

●
請
求
期
限
＝
４
月
19
日
㈬
︵
投

票
日
の
４
日
前
︶

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、
事
前
に

郵
便
投
票
等
証
明
書
の
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
次
の
い
ず

れ
か
の
障
が
い
が
記
載
さ
れ
て

い
る
人

・
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の

障
が
い
の
１
級
ま
た
は
２
級

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ

う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
が

い
の
１
級
ま
た
は
３
級

・
免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い
の
１
級

か
ら
３
級

開
票

●
日
時
＝

　
４
月
23
日
㈰
午
後
７
時
�

●
場
所
＝
市
総
合
体
育
館

※
開
票
結
果
は
、
開
票
所
お
よ
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す

●午後７時からの開票開始に伴い、一部投票所の閉

鎖時刻を変更しています。入場券に記載された投

票時間を確認して、早めの投票をお願いします。

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ

か
の
障
が
い
が
記
載
さ
れ
て
い

る
人

・
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
が
い

の
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ

う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
ま
た
は

肝
臓
の
障
が
い
の
特
別
項
症
か

ら
第
３
項
症

③
介
護
保
険
の
要
介
護
度
状
態
区

分
が
「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
人

●
代
理
記
載
制
度
＝

　
郵
便
な
ど
の
投
票
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
る
人
の
う
ち
、
上

肢
ま
た
は
視
覚
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
人
は
、
代
理
記
載
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
は

 

４
月
23
日
㈰
で
す
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行政改革の取組み成果を報告します

第２次重点改革プランの成果報告

● ● ● ● ●問合せ：企画政策課企画政策係☎757-3193

　
市
で
は
、
行
政
改
革
の
具
体
的
な
実
施
計
画
と
し
て
第
２
次
重
点
改
革
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
新
し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
改
革
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
び
、
平
成
23
年
度
～
27
年
度
の
５
年
間
の
計
画
期
間
が
終
了
し
、
そ

の
成
果
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
本
庁
舎
・
各
支
所
に
配
置
の
「
成
果
報

告
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

①
事
務
・
事
業
の
見
直
し
＝
成
果
重

視
の
視
点
で
事
務
・
事
業
を
見
直

し
、
効
率
実
施
に
努
め
ま
す
。

②
組
織
・
機
構
の
見
直
し
＝
関
連
す

る
組
織
の
一
元
化
や
横
断
的
な
連

携
を
強
化
し
ま
す
。

③
民
間
活
力
の
導
入
＝
費
用
対
効
果

な
ど
を
検
討
し
、
民
間
活
力
を
積

極
的
に
導
入
し
ま
す
。

④
職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成
　

　
新
た
な
行
政
課
題
に
挑
戦
す
る
職

員
へ
の
意
識
改
革
を
図
り
ま
す
。

⑤
定
員
の
適
正
化
＝
早
期
に
人
口
規

模
に
見
合
っ
た
職
員
数
へ
削
減
し

ま
す
。

⑥
電
子
自
治
体
の
推
進
＝
電
子
自
治

体
へ
の
取
組
み
を
推
進
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑦
計
画
的
な
財
政
運
営
＝
財
政
状
況

を
分
か
り
や
す
く
公
表
し
、
計
画

的
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

⑧
総
人
件
費
の
抑
制
＝
総
人
件
費
の

抑
制
に
努
め
ま
す
。

⑨
経
費
の
削
減
＝
経
営
の
視
点
に

立
っ
た
コ
ス
ト
意
識
で
経
常
的
な

経
費
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

⑩
自
主
財
源
の
確
保
＝
市
税
な
ど
の

収
納
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

⑪
地
方
公
営
企
業
や
第
三
セ
ク
タ
ー

の
経
営
健
全
化
＝
地
方
公
営
企
業

に
つ
い
て
は
財
務
体
質
の
改
善
に

努
め
、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

は
経
営
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

⑫
市
民
の
参
画
と
協
働
の
推
進
＝
市

民
の
声
を
市
の
施
策
に
反
映
す
る

と
と
も
に
、
市
民
団
体
な
ど
の
活

動
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

⑬
情
報
の
共
有
化
の
推
進
＝
行
政
情

報
を
積
極
的
に
市
民
に
公
開
し
て

い
き
ま
す
。

⑭
地
域
支
援
の
充
実
＝
地
域
の
課
題

解
決
や
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
る
よ

う
、
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

改
革
の
重
点
取
組
み
項
目
（
概
要
）

各取組項目の実施状況　▶▶全体の96.9％の項目で改革を実施しています

　計画に対する５年間の取組み状況を「実施済」「実施中」「未実施」の３区分に分類して評価しています。

各取組項目の成果状況　▶▶全体の80.2％の項目で成果をあげています　

　次の成果区分に基づき、各取組項目の成果を評価しています。

【成果区分】

・Ｓ……想定した以上の高い改革効果（成果）が得られた

・Ａ……想定したとおりの効果（成果）が得られた

・Ｂ……おおむね想定した効果（成果）が得られた（一定の成果が得られた）

・Ｃ……不十分な効果（成果）しか得られなかった（一部成果があった）

・Ｄ……成果が得られなかった（成果がまだ出ていない）

■成果額がプラスの項目  計45億9,900万円

累計成果額 主な取組み項目
21億1,100万円 定員適正化計画の進捗管理（総務課）
7億5,000万円 土地開発公社の運営改善（財政課）
4億1,600万円 市税などの収納率の向上①市税（税務課）
2億4,200万円 ふるさと寄附金制度のＰＲ強化（企画政策課）
2億1,800万円 市税などの収納率の向上②国民健康保険税（税務課）
1億6,800万円 市有財産の有効活用①（未利用・低利用財産の積極的な処分）（財政課）
1億6,000万円 下水道水洗化率の向上（上下水道局）
1億5,100万円 時間外勤務手当の削減（総務課）
3億8,300万円 その他（19項目）

■成果額がゼロの項目

主な取組み項目
●指定管理者制度導入の検討（中里・松之山支所）

●有料広告の掲載②施設壁面広告など（スポーツ施設・公民館施設）

財政的効果額について　▶▶約44億円の財政効果を実現（５か年累計）

　全96項目のうち成果額が算定できる37項目について、５か年の累計成果額を算定しました。

生み出された財源をもとに、保育料や水道･下水道料金の引き下げ、町内除雪委託料の無料化、こども医

療費助成の拡充など、さまざまな市民サービスの向上を進めることができました。

■成果額がマイナスの項目  計△2億2,800万円

累計成果額 主な取組み項目
△１億8,900万円 補助金の定期的な見直し（財政課）

△3,000万円 第三セクター経営状況の検証、改革の推進（川西・松代・松之山支所）
△600万円 市税などの収納率の向上⑥奨学金（教育総務課）
△300万円 市税などの収納率の向上⑤住宅使用料（都市計画課）

※長野県北部地震からの復興支援事業のほか、人件費などの縮減により生み出された財源を利用し、市民

サービスの向上に資する補助金を拡充した結果、「補助金の定期な見直し」の項目において成果額がマ

イナスとなっています

取組み
状況

項目数 割合 主な取組み項目

実
施
済

48 50.0％

●公立保育園の統合・廃止（子育て支援課）　●市道のパトロール・簡易補修の
民間委託の検討・実施（建設課）　●保育園給食調理業務の民間委託の推進（子
育て支援課）　●定員適正化計画の進捗管理（総務課）　●市税などコンビニ収
納の実施（税務課）　●財政健全化判断比率の適正化（財政課）　●ふるさと寄
附金制度のＰＲ強化（企画政策課）　●市税などの収納率向上①市税・②国保税

（税務課）　●上下水道料金徴収業務などの民間委託（上下水道局）　●上下水道
料金収納率の向上（上下水道局）　●下水道水洗化率の向上（上下水道局）　●
第三セクター経営状況の検証・改革の推進①クロステン（産業政策課）・③㈱な
かさと（中里支所地域振興課）　●NPO・市民活動団体への支援（企画政策課）
●地産地消による食育の推進（学校教育課）　●ホームページの充実（企画政策
課）　●自治基本条例の検討・制定（企画政策課）　ほか

実
施
中

45 46.9％

●学校規模の適正化・耐震化（教育総務課）　●本庁・支所の機能見直し（総務課）
●給食単独調理校のセンター化（学校教育課）　●集落センターなど集会施設の
民営化（企画政策課ほか）　●スクールバス運行業務の民間委託の推進（教育総
務課）　●指定管理者制度導入済み施設の再指定（財政課）　●市有財産の有効
活用①（未利用・低利用財産の積極的な処分）（財政課）　●補助金の定期的な
見直し（財政課）　●有料広告の掲載①ホームページバナー広告・印刷物など（財
政課ほか）　●女性委員の積極的な活用（企画政策課）　●FM放送の活用（防災
安全課）　●市民との懇談会などの実施（企画政策課）　ほか

未実施 3 3.1％
●目標管理制度導入の検討・実施（総務課）　●電子化推進計画の策定（総務課）
●有料広告の掲載②公民館施設壁面（中央公民館）

重点取組み項目 項目数 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
①事務・事業の見直し 8 　 1 6 1 　
②組織・機構の見直し 3 　 　 3 　 　
③民間活力の導入 17 1 4 10 2 　
④職員の意識改革と人材育成 8 　 2 3 3 　
⑤定員の適正化 2 　 2 　 　 　
⑥電子自治体の推進 6 1 2 1 1 1
⑦計画的な財政運営 8 　 6 1 1 　
⑧総人件費の抑制 3 　 3 　 　 　
⑨経費の削減 7 　 5 1 1 　
⑩自主財源の確保 11 3 　 3 1 4
⑪地方公営企業や第三セクターの経営健全化 12 5 4 1 2 　
⑫市民の参画と協働の推進 4 　 2 　 2 　
⑬情報の共有化の推進 5 　 2 3 　 　
⑭地域支援の充実 2 　 1 1 　 　

全　体
項目数 96 10 34 33 14 5

割　合 100%
10.4% 35.4% 34.4% 14.6% 5.2%

80.2% 19.8%
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします
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丸
山
　
君
子
︵
高
原
田
・
78
歳
︶

數
藤
　
ナ
ヲ
︵
沖
立
・
79
歳
︶

南
雲
ハ
ル
エ
︵
中
仙
田
・
85
歳
︶

北
野
　
一
美
︵
発
電
所
通
り
東
・
75
歳
︶

上
村
　
浩
子
︵
山
崎
・
73
歳
︶

櫻
澤
　
正
一
︵
松
代
・
56
歳
︶

柳
　
　
藤
雄
︵
滝
沢
・
58
歳
︶

髙
橋
　
　
明
︵
天
水
島
・
53
歳
︶

大
見
　
慶
介
︵
松
之
山
・
55
歳
︶

村
山
　
幸
夫
︵
坪
野
・
55
歳
︶

小
野
塚
幸
夫
︵
東
川
・
54
歳
︶

竹
内
　
健
吾
︵
坂
中
・
54
歳
︶

桑
原
　
　
浩
︵
上
山
・
56
歳
︶

村
山
　
　
守
︵
程
島
・
58
歳
︶

栁
　
　

德
︵
本
屋
敷
・
56
歳
︶

馬
場
　
功
淳
︵
東
京
都
・
39
歳
︶

志
賀
　
正
武
︵
東
京
都
・
80
歳
︶

高
島
　
宏
平
︵
東
京
都
・
43
歳
︶

丸
山
　
秀
二
︵
稲
葉
・
75
歳
︶

ほ
か
１
名
　
︵
希
望
に
よ
り
非
公
表
︶

春
日
　
　
寛
︵
東
京
都
・
80
歳
︶

廣
田
　
京
二
︵
東
京
都
・
81
歳
︶

褒
賞
表
彰
式

　
３
月
31
日
㈮

　
市
役
所

笠
間
　
邦
佳
︵
小
泉
３
・
34
歳
︶

相
澤
　
公
宏
︵
松
代
・
37
歳
︶

鈴
木
　
誠
一
︵
松
代
・
65
歳
︶

村
山
　
幸
夫
︵
川
治
中
町
・
79
歳
︶

金
子
　
澄
男
︵
岩
瀬
・
79
歳
︶

村
山
　
隆
義
︵
稲
荷
町
３
南
・
59
歳
︶

髙
木
　
成
子
︵
土
市
５
・
72
歳
︶

星
名
　
　
寔
︵
上
野
・
71
歳
︶

村
山
　
正
夫
︵
北
新
田
２
・
67
歳
︶

大
島
　
善
孝
︵
昭
和
町
４
・
67
歳
︶

田
村
　
順
作

　
　
　
︵
妻
有
町
西
１
・
２
・
70
歳
︶

小
林
　
幸
二
︵
滝
沢
・
78
歳
︶

上
原
　
敏
男
︵
川
治
下
町
１
・
80
歳
︶

雲
野
　
武
雄
︵
城
之
古
２
・
81
歳
︶

関
口
カ
ズ
子
︵
土
市
２
・
72
歳
︶

田
村
美
惠
子
︵
鶴
吉
・
70
歳
︶

　３月31日㈮、市役所で平成28年度十日町市褒賞表彰式が行われ、38人が褒賞を受賞しました。

　長年にわたり各分野で活躍し、市の発展に寄与した功績が認められたものです。皆さん、おめでとうご

ざいます。（敬称略）

自
治
功
労

人
命
救
助
功
労

教
育
・
文
化
功
労

産
業
振
興
功
労

治
山
治
水
功
労

福
祉
功
労

防
災
功
労

寄
附
功
労

ふ
る
さ
と
功
労

保
健
功
労

交
通
安
全
功
労

市の発展に寄与されました。おめでとうございます

平成28年度 十日町市市政功労者表彰

● ● ● ● ●問合せ：企画政策課秘書係☎757-3111

若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

協力
企業

・総合建設業（土木・

建築・電気・造園・

さく井・管工事など）

・従業員18人

・十日町市田沢本村

・☎763-2541

・お客様とこのまち、

そして社員と、みんなが幸せになれる会社を目指

しています

■株式会社　三高土木

人
生
の
転
機
は
25
歳
の
と
き
に

訪
れ
た

社
員
で
団
結
し
、
お
客
様
の
喜

ぶ
も
の
を
つ
く
る

創
意
工
夫
と
学
び
を
積
み
重
ね

て
信
頼
さ
れ
る
人
材
に

福
崎
さ
ん
︱
私
は
中
学
卒
業
と
と
も
に

中
里
地
域
を
離
れ
、
25
歳
ま
で
大
阪
で

過
ご
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
が
優
し

く
住
み
慣
れ
た
地
元
を
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

貝
澤
さ
ん
︱
私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
新

潟
市
で
す
。
福
崎
さ
ん
と
同
じ
25
歳
の

と
き
、
十
日
町
市
出
身
の
妻
と
の
結
婚

を
機
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
こ
の
ま
ち

の
自
然
、
人
の
優
し
さ
、
お
い
し
い
食

べ
物
が
大
好
き
で
す
。

福
崎
さ
ん
︱
現
場
の
仕
事
は
い
つ
で
も

チ
ー
ム
で
行
い
ま
す
。
全
員
で
一
つ
の

工
事
を
無
事
に
終
え
た
と
き
に
は
、
大

き
な
達
成
感
を
得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
団
結
力
が
あ
り
、
元
気
の
よ
い
会

社
で
働
け
る
こ
と
を
、
私
は
誇
り
に
思

っ
て
い
ま
す
。

貝
澤
さ
ん
︱
私
は
営
業
職
で
す
の
で
、

現
場
で
働
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
工
事
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、

自
分
が
営
業
で
関
わ
っ
た
も
の
が
無
事

に
終
わ
り
、
お
客
様
の
喜
ぶ
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
と
き
が
、
最
も
や
り
が

い
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

貝
澤
さ
ん
︱
現
在
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
と
電
気
融
雪
の
提
案
、
施
工
に
関

わ
る
営
業
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
自

ら
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
集
め
て
、
十
日

町
市
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
新
し
い
シ
ス

テ
ム
の
開
発
・
提
案
が
で
き
る
社
員
に

な
り
た
い
で
す
。

福
崎
さ
ん
︱
現
場
で
は
、
先
輩
社
員
の

皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
技
術
を
学
ぶ

毎
日
で
す
。
経
験
を
積
み
、「
建
設
・

土
木
に
関
す
る
仕
事
な
ら
、
福
崎
に
任

せ
れ
ば
大
丈
夫
」。
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
、
信
頼
さ
れ
る
社
員
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

新潟市出身。結婚を機に十日町市へ移住。現在入社
５年目で、販売・施工の営業を担当。

貝澤 祥克さん（本町７－１・30歳）

中里地域出身。大阪府内での就学・就職を経て帰郷。
現在入社６年目で、土木工事の現場を担当。

福崎 純基さん（津南町・30歳）



広告掲載

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

協賛：小松屋装飾㈱　八海醸造㈱　キリンマーケティング㈱新潟支社　㈱松乃井酒造場　魚沼酒造㈱　苗場酒造㈱　津南醸造㈱ 
博榮自動車販売㈱　志天・丸天　ホテルしみず　旅館清水屋　タナカクマキチ。　くまくま堂接骨院　㈱フラワーホーム　㈲高長醸造場　豊吉　㈱ぴっとランド
㈱宮元屋商店　㈱小嶋屋総本店　前菜屋たんと　十日町シネマパラダイス　BAR Ryuk　むらけん酒店　モダン食堂KICHI　青空キャンプ　㈱児玉建設
宮幸酒店　麺日和そらや　㈲池田塗装　㈱エフエムとおかまち　ウェルネスライフサポートサロン美友　ボブファーム　Fan to Darts WHAT’S UP　丸山浩
㈱村熊商店　㈲阿部康板金工業　協和建設㈱　辰巳建設㈲　バニラ　サバス　㈱岡村自動車　やきとり大吉　割烹太古八　とんこつ小川　越路商事㈱　㈱共和自動車　㈱ベストライフ　㈱魚沼
㈱朝日堂　㈱ホクホク機械　㈲若山総合保険サービス　十日町タイムス社　カネコ写真館　㈲柳電機商会　㈲柳工務所　妻有SC同友店会　㈱福島砂利丸福生コン　スポーツプラザヱビスヤ
モーターハウスロードマン　つけ麺酒家SAKURA・情熱酒場トガリ　㈱拓越　㈲西野電化　すみれーsmi le ー　心の宿やすらぎ　木村屋㈱　㈲万有設計　十日町地区タクシー協会　omake
ホワイトシャトー　釜と七厘　壱番館　炭火焼肉彩　㈲イズミホーム　割烹田町屋　居酒屋とも八　にし乃　鳶遥音創建　㈲井筒屋商店　柳朋宏　澤野崇
津南ポーク　㈱柳産業　たまご畑とおかまち店　酒菜家旬　DSSダンススクール　和の風　㈲大和自動車　お料理処たか橋　meek hair design　㈲日の出そば　澁い　福崎建築　コモド
キッチンジジ　スナックりこ　カフェ酒場SHIGE　食楽空間だぼる　くらくら　阿部善食料品店　キジマ　サトウ接骨院　㈱イイキ　大幸工務所　葉葺利男事務所　マリーローラン　柏田屋㈱
ラーメンどさん　芳屋　㈲地酒のやなぎ　BalBal　プログタウン　㈱十日町自動車学校　㈲十日町パーツ　山本一久　林屋旅館　㈲K＆Y 成ル ＆ 遊らく　韮澤篤　柳岳志　柳真由美　岩田一樹
貝沼拓　藤田尚　村山健　村山裕希　村山奈緒美
後援：十日町雪まつり実行委員会　新潟県建設業協会十日町支部青年部　十日町生鮮食品㈱　十日町新聞社　十日町タイムス社　妻有新聞社　東頚新聞社　エフエムとおかまち　（順不同）

お問い合わせ先：豪雪ＪＡＭ事務局　info@gosetsujam.com

～豪雪ＪＡＭ2017へご協力いただいたみなさまありがとうございました～
豪雪ＪＡＭは、補助金等一切使用せず、チケット収入とご協賛金だけで運営しています。この広告スペースも２万４千円で購入して掲載しています。

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

広告掲載

Serialization corner 連載コーナー

このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。情報がありました
ら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

姉妹都市のイタリア・コモ市から、２人の料理研修生が来市していま

す。２人は、コモ市内の職人養成学校（CFP※）で調理を学ぶ学生で、

約50日間にわたり市内に滞在し、ホテルや旅館・料理店で日本料理な

どを学びます。

また、３月26日㈰～29日㈬には、同校理事のシルヴィオ・ペベレッ

リさんや、同校で講師を務めるシェフのレオナルド・ブォッゾさんら６

人も合わせて来市しました。28日㈫には、シェフと研修生が作るイタ

リア料理の夕食会が開催され、十日町・コモ姉妹都市交流協会の会員を

中心とした市民ら約50人が参加。市内在住のソプラノ樋口由佳里さん

によるイタリアにちなんだ歌曲で始まった夕食会では、次々に出される

本場イタリアのコース料理に会話も弾み、コモの皆さんとの交流を楽し

みました。

開催１週間前から作業に参加しました。まずは、かんじ

きを履き、雪を踏みながら花畑の円を作り、当日は朝から

２万個を越える光の種を植えました。昨年より規模が大き

くなったこともあり、根気のいる作業でしたが、作品制作

に少しでも関われることは貴重な体験だと感じました。

イベントが始まると、たくさんの大きな花火が打ち上げ

られ、その壮大さに涙が出るほど感動しました。ぜひもっ

と多くの皆さんに会場に見に来てほしいです。

これからも大地の芸術祭を通して、生まれ育った越後妻

有の新しい魅力を発見できることを楽しみにしています。

越後妻有 雪花火/G
ギフト

ift f
フォー

or F
フローズン

rozen V
ビレッジ

illage 2017

３月４日㈯　会場：あてま高原リゾート　ベルナティオ

「光の花畑 制作サポート」

■問合せ＝観光交流課芸術祭企画係　☎757-2637

地元サポーター

杉谷 日向さん

（荒屋・27歳）

　光の種はイベント当日に
スイッチを入れます。

　この光の種、一つひとつ
が輝いて幻想的な作品を作
り上げます。

　塩ビパイプを使って円
の中心近くへ。種が 1 箇所
にまとまり過ぎないよう
調整しながらの作業です。

Facebookあります

JISAPO こへび隊
12

こへび隊通信

地元サポーター

２
０
１
７

民
映
研
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

十
日
町
上
映
会

︻
第
21
回
上
映
会
︼

日
4
月
22
日
㈯
午
後
2
時
�

●
上
映
＝
寝
屋
子

－

海
か
ら
生
ま

れ
た
家
族
・
漁
の
世
界

－

海
と

新
島

︻
第
22
回
上
映
会
︼

日
5
月
20
日
㈯
午
後
2
時
�

●
上
映
＝
船
大
工
の
世
界
・
マ
イ

ワ
イ
の
社
会

︿
共
通
﹀

会
松
代
郷
土
資
料
館

￥
千
円
※
高
校
生
以
下
無
料

申
・
問
十
日
町
上
映
会
実
行
委
員

会
︵
門
脇
・
☎
０
９
０
︱
２
３

１
２
︱
９
６
８
５
︶

第
17
回 

ギ
タ
ー
・
フ
ル
ー
ト

＋
α

ア
ル
フ
ァお

さ
ら
い
会

　
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
銀
の

笛
ピ
ロ
ロ
︵
フ
ル
ー
ト
︶
＋
α
︵
ピ

ア
ノ
ほ
か
︶
の
演
奏
会
で
す
。

日
４
月
29
日
㈯
午
後
２
時
�

会
市
民
会
館

●
曲
目
＝
シ
ン
コ
ペ
ー
テ
�
ド
・

ク
ロ
�
ク
・
い
そ
し
ぎ
・
22
才

の
別
れ
・
氷
雨 

ほ
か

問
大
渕
︵
☎
０
９
０
︱
４
０
５
３

︱
４
４
５
５
︶

永
野
光
太
郎

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

日
／
会

・
４
月
29
日
㈷
午
後
６
時
30
分
�

／
松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ

ー
・
４
月
30
日
㈰
午
後
２
時
�
／
千

手
中
央
コ
ミ
�
ニ
テ
�
セ
ン
タ

ー
￥
１
５
０
０
円
︵
当
日
１
８
０
０

円
︶、
中
学
生
以
下
千
円
︵
当

日
１
３
０
０
円
︶、
２
会
場
共

通
チ
ケ
�
ト
２
５
０
０
円
︵
当

日
券
無
し
︶
※
未
就
学
児
は
入

場
不
可

問
松
之
山
公
民
館
︵
☎
５
９
６
︱

２
２
６
５)

、
川
西
公
民
館
︵
☎

　子どもたちに楽しみながら本を

読んでもらうための特別企画で

す。「こどもの読書週間」をきっ

かけに、ぜひ親子で読書に親しん

でください。

【１、２の３さつ】

　３冊セットの絵本を貸し出します。新しくお

気に入りの本と出会えるかもしれません。

【みんなでかける本の虹】

　お気に入りの本の感想などを用紙に書いて張

り、情報館にきれいな虹をかけましょう。

【子ども映画会】

日４月23日㈰午前10時30分～11時30分・午

後２時～３時※同じ内容を２回開催

対幼児～小学生

【情報館でお昼寝アート】

　本の世界にちなんだ背景やグッズを用意しま

す。赤ちゃんと一緒にすてきなアート写真を撮

影しましょう。

日４月28日㈮～30日㈰午前10時30分～正午・

午後２時～５時※最終受付はそれぞれ終了時

間の30分前

【おはなしぴよぴよ 母の日スペシャル】

　みんなでお話を聞き、楽しく工作をします。

日５月６日㈯午後２時～３時30分

対幼児～小学生

他期間中の情報館でのおはなし会については、

市報３月25日号・４月25日号の「ちびっこ

ひろば」を確認してください

会・問情報館（☎750-5100）

４月23日㈰～５月12日㈮ こどもの読書週間 ～小さな本の大きなせかい～

きょうのサポーター

地元から芸術祭を盛り上げよう！！

地元サポーター・こへび隊
活動日誌

※CFP＝Centro Formazione Professionale Como

●コモ市からの訪問団のメンバー

ＣＦＰ理事：シルヴィオ・ペベレッリさん

同関係者：ルイザ・セッキーさん

同関係者：サラ・ペベレッリさん

同関係者：カルメン・フェルナンデズ・モイアさん

シェフ：レオナルド・ブォッゾさん

アシスタント：アンドレア・インベッジィさん

研修生：エリーザ・パッピーニさん

研修生：アレッサンドロ・パドペーゼさん市長を訪問したコモ市の皆さん

食を通した交流「イタリアの味でおもてなし」

３月28日㈫：あてま高原リゾートベルナティオ ほか
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７
６
８
︱
２
３
０
８
︶

職
員
募
集

市
教
育
支
援
員（
臨
時
職
員
）

　
市
内
の
小
中
学
校
で
介
助
が
必

要
な
児
童
・
生
徒
に
、
授
業
や
課

外
活
動
で
個
別
指
導
し
、
教
員
を

補
助
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数
＝
5
人
程
度

●
選
考
方
法
＝
書
類
選
考
・
面
接

●
任
用
期
間
＝
平
成
29
年
4
月
1

日
�
7
月
24
日
ま
で
※
契
約
更

新
す
る
こ
と
あ
り

●
勤
務
時
間
＝
午
前
8
時
15
分
�

午
後
4
時
15
分
※
休
憩
1
時
間

●
休
日
＝
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
※
学
校
行
事
に
よ
り

振
替
勤
務
の
と
き
あ
り

●
勤
務
地
＝
市
内
の
小
学
校
ま
た

は
中
学
校
※
面
接
時
に
希
望
聴

取
●
賃
金
＝
時
給
８
４
０
円
※
教
員

免
許
、
保
育
士
、
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
の
免
許
保
有
者
は
９
０
０
円

●
加
入
保
険
・
手
当
＝
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
・
労
災

保
険
に
加
入
、
通
勤
手
当
あ
り

他
ほ
か
に
も
教
員
関
係
の
臨
時
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
︵
☎
７

５
７
︱
２
４
０
７
︶

問
学
校
教
育
課
︵
☎
７
５
７
︱
９

９
５
７
︶

国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
募
集

●
募
集
人
数
＝
４
人

●
応
募
資
格
＝

・
十
日
町
市
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
20
歳
以
上
の
人

・
年
間
３
回
程
度
開
催
す
る
運
営

協
議
会
に
出
席
で
き
る
人

・
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
と

き
、
事
業
主
か
ら
就
任
の
承
諾

が
得
ら
れ
る
人

●
委
嘱
期
間
＝
6
月
1
日
�
平
成

31
年
5
月
31
日
︵
2
年
間
︶

●
応
募
期
限
＝
4
月
28
日
㈮

●
選
考
方
法
＝
書
類
審
査

申
・
問
所
定
の
応
募
用
紙
︵
本
庁

市
民
生
活
課
・
各
支
所
市
民
課

に
配
置
︶
を
記
入
し
、
４
０
０

字
程
度
の
作
文「
国
保
や
医
療
・

健
康
な
ど
日
ご
ろ
考
え
て
い
る

こ
と
」
を
持
参
ま
た
は
郵
送
で

〒
９
４
８
︱
８
５
０
１ 

十
日

町
市
千
歳
町
3
丁
目
3
番
地 

平成29年度 十日町市成人式第41回 十日町きものまつり

　きもの産地ならではの春のまつりに、きもの

を着て参加しませんか。着付け・昼食付きです。

きものを持っていない人には、貸し出しもあり

ます。

日５月３日（憲法記念日）

￥きもの持参者：3,000円（着付け料・昼食代）、

きもの貸出者：5,000円（きもの貸し出し料・

着付け料・昼食代）

定持参者：10人、貸出者：女性25人（振袖15人・

紬５人・付下５人)・男性５人 ※いずれも先着

申・問

　ホームページ（http://www.tokamachishikankou.

　jp/）または十日町きものまつり実行委員会

（市観光協会内☎757-3345）

～キモノ・デ・キナーレ～

日５月３日（憲法記念日）午後４時～６時※開

場３時30分

会越後妻有交流館キナーレ

￥2,000円（当日支払い）※飲食（軽食）券付き

●出演者＝響芸フルートカルテット（フルート・

ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロ）

〆４月19日㈬※申し込み多数のときは期限前

に締め切ることがあります

他未成年者は保護者同伴で参加

申・問十日町きものまつり実行委員会（市観光

協会内☎757-3345）

※イベント情報は市報４月25日号に案内を折

り込む予定です

きものの里をきもので歩こう! 十日町きものパーティー2017春

日５月３日（憲法記念日）午前11時～正午※事前申し込み不要

会クロステン

対市内出身の新成人※市外転出者も参加可

内市民吹奏楽団の記念演奏・新成人代表抱負発表・アトラクション

問成人式実行委員会事務局（生涯学習課内☎757-8918）

十日町市成人式

出張！「森の学校」キョロロ 
in 十じろう

　過去のキョロロの

企画展で人気のあっ

た展示や、今年の夏

の企画展の一部を先

取りして公開しま

す。触って学べる展

示を通して、身近な

自然の魅力を感じて

みませんか。

日４月16日㈰～23日㈰

　午前９時～午後10時

会十じろう

他23日㈰午後7時からミニ講演会を開催

問「森の学校」キョロロ（☎595-8311）

 

●小学生から大学受験までの学習サポート 
●少人数クラス制     ●定員制 
●詳細はお問い合わせ下さい 

TEL (025)752-0470 
本町 3丁目プラザコアビル 3F 

 

進学教室 

●詳細はお問い合わせ下さい

025)752-0470
Schule シューレ 

生徒募集 

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

市
民
生
活
課
国
保
年
金
係
へ

︵
☎
７
５
７
︱
３
７
３
５
︶

駅
通
り
駐
車
場

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
公
売

　
駅
通
り
駐
車
場
は
老
朽
化
な
ど

に
よ
り
、
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
跡
地
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、
民
間
事
業
者
へ
の
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
公
売
を
実
施
し
ま
す
。
中
心

市
街
地
の
活
性
化
・
商
店
街
の
に

ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
活
用
事

業
案
を
積
極
的
に
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

市立西保育園の新園名を募集

　市立西保育園（下川原町）の新し

い園舎が７月末に完成し、９月から

供用開始できる見込みとなりまし

た。完成に向けて、親しみやすく子

どもたちの健やかな成長を願う新園名を募集します。

●募集内容＝十日町市立○○○○保育園※○○○○に

文字を入れてください（字数は問いません）

〆４月25日㈫※当日必着

●応募方法＝応募用紙に必要事項を記入して、応募箱

に投函または郵送（応募用紙・応募箱の設置場所＝

市役所本庁舎・各支所市民課・市内公立保育園・子

育て支援センターくるる）※応募用紙は市ホームペ

ージからもダウンロードできます

他最優秀賞には十日町市カタログギフトを贈呈

　※同じ作品が複数のときは抽選

問子育て支援課保育園係（☎757-9169）

中央公民館成人講座

日①５月～平成30年３月の第１・３木曜日

　　午後７時～９時（全20回）

②５月～10月の第１・３木曜日

　午後７時30分～９時（全10回）

③５月～10月の火曜日

　午後７時～９時（全11回）

●開講日＝①・②５月18日㈭、③５月９日㈫

コース 定員 参加費 内容（講師）

①洋　画 15人 4,000円
鉛筆・木炭デッサン・水彩画・油絵を希望に合わせて学びます（佐藤実
千代さん）

②太極拳 20人 2,000円
　体も心も健康になるため、運動の習慣づけを目指します。11月～ 3月
までは自主講座として10回開催します※自主講座分の会費は別途必要

（十日町太極拳クラブ）

③男の料理教室 16人 3,000円
料理の基本から家庭料理の定番まで、楽しみながら料理を覚えてみませ
んか。

〆４月28日㈮

会・申・問申込書（各公民館に配置）に参加費

を添えて、中央公民館（☎757-5011）

●参加費のほか、教材費などが別途必要

●申込者が５人以下のときは中止することあり

●詳細は、各公民館に設置のチラシ参照

　学びながら生きがいづくり・仲間づくりをしませんか。
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〆
５
月
31
日
㈬

申
・
問
募
集
要
項
︵
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
︶
を
参
照
し
、
必

要
書
類
を
作
成
の
う
え
産
業
政

策
課
へ
︵
☎
７
５
７
︱
３
１
３

９
︶

５
月
入
校
生
募
集

事
務
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科
１
期 

日
５
月
30
日
㈫
�
10
月
27
日
㈮
の

平
日
午
前
９
時
20
分
�
午
後
3

時
50
分

会
ス
リ
ー
エ
ス
Ｉ
Ｔ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
︵
伊
達
３
︶

対
Ｏ
Ａ
の
基
礎
か
ら
応
用
を
学
び

就
職
を
希
望
す
る
人

￥
無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
・
受
験
料

な
ど
自
己
負
担
あ
り

定
15
人

〆
５
月
９
日
㈫

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
︵
☎
７

５
７
︱
２
４
０
７
︶

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

︵
☎
０
２
５
︱
７
９
４
︱
２
４

１
０
︶

平
成
29
年
度 

調
理
師
試
験

日
７
月
11
日
㈫
午
後
１
時
�
3
時

30
分

会
南
魚
沼
市
※
十
日
町
市
内
で
は

実
施
し
ま
せ
ん

●
願
書
受
付
＝
5
月
15
日
㈪
�
22

日
㈪
※
願
書
は
十
日
町
保
健
所

に
配
置

申
・
問
十
日
町
保
健
所
︵
☎
７
５

７
︱
２
４
０
１
︶

十
日
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
ウ
ィ
ン
ド
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

団
員
募
集
中

日
土
曜
日
午
後
1
時
30
分
�
4
時

︵
月
3
回
程
度
︶

会
中
央
公
民
館

対
小
学
校
4
年
生
�
高
校
生

￥
年
間
4
千
円

他
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵「
Ｔ
Ｊ
Ｗ
Ｅ
」

で
検
索
︶
で
活
動
内
容
、
練
習

日
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。
楽

器
が
な
い
人
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い

問
中
町
︵
☎
０
９
０
︱
４
０
０
３

︱
８
８
７
２
︶

認
知
症
の
人
と
家
族
の
集
い

日
4
月
26
日
㈬
午
前
10
時
�
正
午

会
市
役
所
中
里
庁
舎

申
・
問
き
ら
ら
会
会
長
・
坂
野
︵
☎

７
８
８
︱
０
７
３
１
︶
ま
た
は

十
日
町
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー︵
☎
７
５
８
︱
２
３
２
４
︶

第
13
回 

市
長
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
5
月
14
日
㈰
午
前
8
時
45
分
�

●
種
目
＝
女
性
の
部
・
男
女
混
合

の
部

対
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
4
月
1

日
現
在
満
18
歳
以
上
の
人
︵
た

だ
し
学
生
は
不
可
︶

￥
1
チ
ー
ム
２
５
０
０
円

〆
4
月
25
日
㈫

会
・
申
参
加
費
を
添
え
て
市
総
合

体
育
館

問
ネ
ー
ジ
�
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

︵
☎
７
５
２
︱
４
３
７
７
︶

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
無
料
ご
招
待

日
５
月
14
日
㈰
午
後
２
時
キ
�
ク

オ
フ

　
対
浦
和
レ
�
ズ

会
デ
ン
カ
ビ
�
ク
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
︵
新
潟
市
︶

対
市
内
在
住
者

定
２
０
０
人

　
※
応
募
多
数
時
は
抽
選

〆
５
月
１
日
㈪
必
着

申
・
問
往
復
は
が
き
に
、「
５
月

駅西・西本町地区　市有地の販売価格を見直しました

　駅西地区・西本町地区で販売している市有地の価格を、平成29年４月１日に見直しました。

　両地区とも良好な住環境の宅地です。詳細は、下記まで問い合せてください。市ホームページ

でも確認できます。

問都市計画課都市計画係（☎757-9937）

整理
番号

地積 坪 価　格

1 479.68㎡ 約145坪 25,354,282円

2 134.30㎡ 約40坪 7,442,002円

3 431.80㎡ 約130坪 23,165,242円

5 311.26㎡ 約94坪 15,122,187円

6 196.30㎡ 約59坪 9,944,754円

8 263.31㎡ 約79坪 13,277,606円

9 263.11㎡ 約79坪 13,318,101円

10 263.65㎡ 約79坪 13,299,012円

11 247.79㎡ 約74坪 12,428,345円

12 247.34㎡ 約74坪 12,456,043円

13 247.42㎡ 約74坪 12,460,070円

14 247.83㎡ 約74坪 11,977,120円

22 156.94㎡ 約47坪 7,946,107円

整理
番号

地積 坪 価　格

4 290.03㎡ 約87坪 10,446,880円

5-1 274.60㎡ 約83坪 9,993,902円

19-1 809.83㎡ 約244坪 30,879,042円

20 385.71㎡ 約116坪 13,405,119円

21 481.82㎡ 約145坪 15,763,392円

23 1,406.52㎡ 約425坪 52,590,908円

24 369.47㎡ 約111坪 12,218,935円

31 204.41㎡ 約61坪 7,424,090円

県立十日町病院

市道 本町西線

国道
117
号

市
道 

稲
荷
町
線

変
電
所

中
沢
川

県
道 

十
日
町
川
西
線

十日町駅

総合体育館

西小学校

情報館

市道 高山太子堂線

市道 本
町西線

田
　川

県
道  

十
日
町
千
手
線

駅　西　地　区 西　本　町　地　区

14
日
浦
和
」・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
︵
あ
れ
ば
︶・
チ
ケ
�

ト
希
望
枚
数
︵
４
枚
ま
で
︶・

後
援
会
資
料
請
求
有
無
を
記

入
し
、
〒
９
５
０

�

０
９
５

４ 

新
潟
市
中
央
区
美
咲
町
２

�

１

�

１
０ 

ア
ル
ビ
レ
�
ク

ス
新
潟
後
援
会
「
試
合
観
戦
ご

招
待
」
係
へ
︵
☎
０
２
５

�

２

８
２

�

０
０
１
１
︶　

就
学
援
助
制
度

　
市
で
は
、
経
済
的
理
由
で
就
学

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
・
生

徒
に
、
就
学
援
助
費
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
希
望
者
は
各
学
校
を
通

じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課
︵
☎
７
５
７
︱
３

１
１
８
︶
ま
た
は
在
籍
す
る
市

立
学
校

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
商
品
交
換
所

　
３
月
末
で
、
次
の
２
店
舗
で
の

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
商
品
の
交
換
が
終

了
し
ま
し
た
。

●
Ｚ
ジ

�

カ

Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ａ
︵
本
町
４
︶

●
㈲
ほ
く
ほ
く
マ
�
ト
常
春
︵
松

代
︶

　
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
商
品

を
交
換
す
る
と
き
は
、
ほ
か
の
交

換
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
衛
生
課
︵
☎
７
５
２
︱
３

９
２
４
︶

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
現
物
支

給
し
ま
す

　
町
内
単
位
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
設
置
費
と
維
持
管
理
費
は

町
内
負
担
で
す
。

〆
5
月
31
日
㈬

申
・
問
防
災
安
全
課
交
通
防
犯
係

︵
☎
７
５
７
︱
３
１
９
７
︶
ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

路
線
バ
ス
の
時
刻
表
改
正
な
ど

　
路
線
バ
ス
な
ど
で
、
4
月
1
日

付
け
の
時
刻
表
な
ど
の
改
正
が
あ

り
ま
す
。
主
な
改
正
点
は
、
路
線

バ
ス
「
十
日
町
＝
川
西
＝
小
千
谷

線
︵
小
千
谷
車
庫
前
停
留
所
発
着

の
全
便
︶」・「
十
日
町
＝
小
千
谷

＝
長
岡
線
︵
十
日
町
車
庫
前
発

７

：

22
お
よ
び
長
岡
駅
前
発
12

：

00
便
の
み
︶」
が
小
千
谷
総
合
病

院
経
由
で
の
運
行
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
3
月
25
日
号
で
配
布

し
た
「
十
日
町
市
公
共
交
通
マ
�

プ
」
お
よ
び
各
公
共
交
通
事
業
者

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
︵
☎

７
５
７
︱
３
１
９
３
︶

道
路
の
白
線
を
引
き
直
し
ま
す

　
道
路
の
安

全
を
確
保
す

る
た
め
、
消

え
て
し
ま
っ

た
白
線
や
見

え
に
く
く
な

っ
た
白
線
を

順
次
引
き
直
す
作
業
を
し
ま
す
。

作
業
中
は
道
路
を
利
用
す
る
皆
さ

ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
国
県
道

：

新
潟
県
十
日
町
地
域

整
備
部
維
持
管
理
課
︵
☎
７
５

７
︱
５
２
０
３
︶、
市
道

：

十

日
町
市
役
所
建
設
課
維
持
係

︵
☎
７
５
７
︱
９
９
３
２
︶

千
年
の
湯 

臨
時
休
館

　
定
期
点
検
の
た
め
、
4
月
20
日

㈭
・
21
日
㈮
は
休
館
し
ま
す
。

問
千
手
温
泉
千
年
の
湯
︵
☎
７
６

８
︱
２
９
８
８
︶



Serialization corner 連載コーナー

里
山
で
育
ま
れ
た
知
恵
や
技
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
☎
７
５
７

�

３
１
１
２
ま
で

市報とおかまち

取
材
し
た
人

連載コーナー Serialization corner

公演前は１か月に２回ほど集まり練習します。練習前後のお茶やおしゃべりも
視野を広める大切な時間。メンバーは普段一人で過ごすことの多い仕事である
ため、笑いの絶えない貴重な情報交換の場となっています。

今では毎年呼んでくれる
学校も増え、評判が広ま
っています。子どもたち
の笑顔や、お礼の手紙に
書かれた「また来てね」。
という言葉がメンバーの
励み。新たな挑戦として
いつか中学校でも演奏し
てみたいと話します。

演奏はパネルシアターや歌、
ボディパーカッションなどを
組み合わせ、子どもと同じ目
線で距離の近い音楽を心がけ
ています。速さを変えた生演
奏のラジオ体操など、よく知
る曲の数々に子どもたちは大
喜び。

22市報とおかまち　平成29年４月10日号市報とおかまち　平成29年４月10日号23

活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

�

７
４
４
４

市民活動ネットワークひとサポが、

旬な人・団体を紹介します。

連載コーナー

109

メ
ン
バ
ー
の
出
会
い
は
イ
ト
ー
楽
器

︵
高
田
町
１
︶
の
音
楽
教
室
。
そ
れ
ぞ

れ
ピ
ア
ノ
講
師
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と

接
す
る
中
、
代
表
の
岡
田
さ
ん
︵
新
座

１
︶
ら
が
抱
き
続
け
て
き
た
「
も
っ
と

子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
活
動
を
し
た

い
」。
と
い
う
思
い
に
共
感
し
、
8
年

前
に
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

市
内
外
の
幼
児
教
育
施
設
や
小
学
校

か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
一
緒
に
体
を
動

か
し
声
を
出
し
て
楽
し
む
参
加
型
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
年
間
5
�
10
か
所
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
選
曲
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
構

成
、
楽
譜
の
ア
レ
ン
ジ
も
全
て
自
分
た

ち
で
考
案
。
校
歌
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ

で
よ
く
聞
く
コ
マ
ー
シ
�
ル
ソ
ン
グ

や
、
は
や
り
の
ポ
�
プ
ス
、
ク
ラ
シ
�

ク
な
ど
幅
広
い
ジ
�
ン
ル
か
ら
選
曲

し
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
一
番
に
考

え
工
夫
を
凝
ら
し
ま
す
。

家
庭
と
仕
事
を
両
立
し
な
が
ら
も
、

メ
ン
バ
ー
が
欠
け
る
こ
と
な
く
8
年
間

続
け
て
こ
ら
れ
た
秘
訣
は
、
無
理
を
し

な
い
気
楽
さ
と
音
楽
へ
の
熱
い
思
い
か

ら
。幼
少
期
に
音
楽
に
触
れ
る
こ
と
で
、

音
楽
が
特
別
な
も
の
で
な
く
、
い
つ
で

も
身
近
に
あ
る
支
え
や
心
の
豊
か
さ
へ

と
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
、
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

❷

❶ ❺

❹ ❻

お
ら
ほ
の

た
か
ら

｜ 

つ
な
ぐ
知
恵
と
技 

｜

23

ん
ど
の
家
で
や
っ
て
い
た
し
、
木
和
田
原

や
室
野
で
も
や
る
人
が
い
た
ね
。
多
い
と

き
は
30
人
以
上
い
た
と
思
う
よ
。
こ
ん
な

山
の
中
の
集
落
で
も
、
農
作
業
の
合
間
に

女
衆
が
稼
い
で
、
少
し
で
も
現
金
収
入
と

し
て
、
自
分
の
お
金
を
持
て
た
こ
と
は
心

強
か
っ
た
ね
」

現
在
で
は
、
や
る
人
も
少
な
く
な
り
、

春
子
さ
ん
を
含
め
３
人
と
な
り
ま
し
た
。

「
昔
の
よ
う
に
多
く
は
で
き
な
い
け
ど
、

会
社
側
か
ら
も
辞
め
ら
れ
る
と
困
る
と
言

わ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
娘
に
も

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
や
れ
る
中
で
続
け
て

い
き
た
い
ね
」

バ
ス
や
電
車
な
ど
の
座
席
に
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る
荷
物
棚
の
網
。
竹
所
で
は
、

こ
の
網
を
作
る
内
職
が
40
年
以
上
に
わ
た

っ
て
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
年
こ
の
作
業
に
携
わ
る
春
子
さ
ん

は
、
内
職
を
す
る
人
た
ち
の
取
り
ま
と
め

役
で
す
。「
当
時
、
こ
の
辺
り
に
は
仕
事

が
な
く
て
ね
、
い
く
つ
か
下
請
け
で
内
職

を
し
た
け
ど
、
仕
事
が
続
か
な
か
っ
た
ん

だ
。
そ
れ
で
、
東
京
に
行
っ
た
姉
に
紹
介

し
て
も
ら
っ
て
、
こ
の
仕
事
を
持
っ
て
来

た
ん
だ
よ
」

す
ぐ
に
こ
の
内
職
は
広
ま
り
、
地
域
の

女
性
た
ち
の
貴
重
な
収
入
源
と
し
て
根
付

い
て
い
き
ま
し
た
。「
竹
所
で
は
、
ほ
と

地
域
お
こ
し
協
力
隊

福
島 

有
理
沙
さ
ん

内
職
（
バ
ス
・
電
車
の
荷
物
棚
の
網
づ
く
り
）

　
中
條 

春
子
さ
ん︵

竹
所
・
87
歳
︶

誰もが知っている物が、この地域
の人の手作業で作られていると聞
いて驚きました。
この内職で、女性たちが自由に使
えるお金を持つことができただけ
でなく、共通の仕事を通して、地
域のまとまりを保つことにもつな
がっていたのだと思います。

そ
ば
に
寄
り
添
う
音
楽
を
目
指
し
て

く
れ
っ
し
ぇ
ん
ど

　
地
域
の
小
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
へ
出
向
き
�
音
楽
の
楽
し
さ
や
す
ば
ら
し

さ
を
伝
え
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
グ
ル
ー
プ
﹁
く
れ
�
し
�
ん
ど
﹂�
5
人
の
ピ
ア
ノ

講
師
が
思
い
を
ひ
と
つ
に
�子
ど
も
に
も
な
じ
み
の
深
い
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
使
�
て
�

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
楽
し
め
る
音
楽
を
届
け
て
い
ま
す
�

◆
問
合
せ

：

代
表
　
岡
田
亜
希
子
さ
ん
（
☎
７
５
７
︱
６
３
０
７
・
イ
ト
ー
楽
器
内
）

「女性の貴重な収入確保のため、
大切に続けられてきた仕事」

❸

❶材料のひも。「いろんな種類があっ
て、編みやすさも違うんだよ」❷道
具の『アバリ』と『コマ』。「初めは
会社から送られてきたけど、今は竹
を削った手づくりのもの」❸・❹網
目の大きさを計る『コマ』。「指示さ
れる大きさに合わせて、テープを巻
いて微調整するんだ」❺編み終えた
網。「これに枠の金具を通せば完成。
バスの座席に取り付けられる」❻「手
先も使うし、網の長さに合わせて体
勢も変えながら編むから、健康にも
良いよ」
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田沢小学校
142

　いちょうの葉の色を３～４色
使って、何回も重ねて表しまし
た。大変だったけど、良くでき
たと思います。

　バタ足や手でかく水しぶきを
うすくぬるように工夫しまし
た。新記録を目指して必死に泳
ぐ自分を大きく描けてよかった
です。

　虫が大好きで、とくにクワガ
タがお気に入りです。クワガタ
にのっていろいろな虫たちと空
をとんでみたいなという気もち
でかきました。

　たまごから何を飛び出させよ
うか考えたら、「ぼく」が飛び
出したくなったので、ぼくをい
っぱいかきました。重ならない
ように工夫しました。

　やんちゃな２匹のねずみが寝
転んで遊んでいるところを描き
ました。色の区別をつけるのが
大変でした。部屋の明かりの部
分が上手にできました。

い
ち
ょ
う
の
木
の
風
景

中
澤
　
美み

有ゆ

さ
ん
︵
６
年
︶

が
ん
ば
っ
た
水
泳
大
会

富
井
康こ
う

太た

朗ろ
う

さ
ん
︵
５
年
︶

ク
ワ
ガ
タ
に
の
っ
て 

た
ん
け
ん
に
い
こ
う

山
田
　
裕ゆ
う

貴き

さ
ん
︵
２
年
︶

と
び
だ
せ 

ぼ
く
の
ぶ
ん
し
ん
！！

星
野
　
樹き

旺お

さ
ん
︵
３
年
︶

ね
ず
み
た
ち
の
楽
し
い
時
間

斉
藤
　
彩あ
や

音ね

さ
ん
︵
４
年
︶

　

は
い
け
い
の
も
よ
う
は
、

ゆ
き
が
ふ
っ
て
い
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ギ
タ
ー
の
形
を

ひ
ょ
う
た
ん
み
た
い
に
す
る

と
こ
ろ
と
、
げ
ん
を
ち
ょ
う

せ
い
す
る
と
こ
ろ
が
む
ず
か

し
か
っ
た
で
す
。

ゆきの中 ギターをひくぼく

中澤　椿
つばき

さん（２年）
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